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１　学習講座開設市町村

区　　　分

開設している　　　　　　　　　　　　 54 (A) 100.0 (A/C)

開設していない 0 (B) 0.0 (B/C)

合計　　　　　　　　 54 (C) 100.0

２　受講対象者

市町村内のみ 10 (D) 18.5 (D/A)

一部市町村以外も可 28 (E) 51.9 (E/A)

市町村以外も可 16 (F) 29.6 (F/A)

合計 54 100.0

３　受講者の負担（教材費等の実費徴収を除く受講料）

区　　　分
全て無料
教材費等（実費）徴収

一部の講座で実費徴収

受講料（実費分を含む）徴収

一部の講座で受講料徴収
一部の講座で実費のみ又は受講料徴収

その他

４　講座の内容　（複数回答）

区　　　分

教養的なもの

趣味的なもの

社会問題

地域課題

健康・スポーツ・レクリエーション

語学

子供の教育

職業上必要な高度で専門的な知識・技能

家庭生活に役立つ技能

ボランティア活動に必要な知識・技能

その他

５　他機関との連携（複数回答）

区　　　分

小・中学校

高等学校

高等教育機関

首長部局

民間生涯学習関連事業者

ＮＰＯ・市民活動団体

他自治体

その他

令和４年度学習講座開設（実績）状況調査結果

市町村数 比率　％

区　　　分 市町村数 比率％

市町村数(I) 比率(I/A)％
1 1.9
3 5.6

4 7.4

18 33.3

19 35.2

7 13.0

1 1.9

市町村数(K) 比率(K/A)％

47 87.0

47 87.0

25 46.3

20 37.0

44 81.5

29 53.7

32 59.3

5 9.3

37 68.5

14 25.9

10 18.5

市町村数(L) 比率(L/A)％

12 22.2

7 13.0

30 55.6

11 20.4

9 16.7

14 25.9

7 13.0

24 44.4
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市町村内
のみ

一部市町
村外も可

市町村外
も可

全て無料 実費徴収
一部実費
徴収

受講料徴
収

一部受講
料徴収

一部実費
のみ又は
受講料徴
収

その他

1 名 古 屋 市 ○ ○ ○

2 一 宮 市 ○ ○ ○

3 瀬 戸 市 ○ ○ ○

4 春 日 井 市 ○ ○ ○

5 犬 山 市 ○ ○ ○

6 江 南 市 ○ ○ ○

7 小 牧 市 ○ ○ ○

8 稲 沢 市 ○ ○ ○

9 尾 張 旭 市 ○ ○ ○

10 岩 倉 市 ○ ○ ○

11 豊 明 市 ○ ○ ○

12 日 進 市 ○ ○ ○

13 清 須 市 ○ ○

○生涯学習講座の親子講座以外は、受講料を徴収。
また、一部教材費が発生する講座については受益者負担。
サタデーキッズの受講料は無料。
しかし、一部教材費が発生する教室については受益者負担。

14 北名古屋市 ○ ○ ○

15 長 久 手 市 ○ ○ ○

16 東 郷 町 ○ ○ ○

17 豊 山 町 ○ ○ ○

18 大 口 町 ○ ○ ○

19 扶 桑 町 ○ ○ ○

20 津 島 市 ○ ○ ○

21 愛 西 市 ○ ○ ○

22 弥 富 市 ○ ○ ○

23 あ ま 市 ○ ○ ○

24 大 治 町 ○ ○ ○

25 蟹 江 町 ○ ○ ○

26 飛 島 村 ○ ○ ○

27 半 田 市 ○ ○ ○ほとんど受講料(実費分を含む）を徴収しているが一部無料講座あり

28 常 滑 市 ○ ○ ○

29 東 海 市 ○ ○ ○

30 大 府 市 ○ ○ ○

31 知 多 市 ○ ○ ○

32 阿 久 比 町 ○ ○ ○

33 東 浦 町 ○ ○ ○

34 南 知 多 町 ○ ○ ○

35 美 浜 町 ○ ○ ○

36 武 豊 町 ○ ○ ○

37 岡 崎 市 ○ ○ ○

38 碧 南 市 ○ ○ ○

39 刈 谷 市 ○ ○ ○

40 豊 田 市 ○ ○ ○

41 安 城 市 ○ ○ ○

42 西 尾 市 ○ ○ ○

43 知 立 市 ○ ○ ○

44 高 浜 市 ○ ○ ○

45 み よ し 市 ○ ○ ○

46 幸 田 町 ○ ○ ○

47 豊 橋 市 ○ ○ ○

48 豊 川 市 ○ ○ ○

49 蒲 郡 市 ○ ○ ○

50 田 原 市 ○ ○ ○

51 新 城 市 ○ ○ ○

52 設 楽 町 ○ ○ ○

53 東 栄 町 ○ ○ ○

54 豊 根 村 ○ ○ ○

54 10 28 16 1 3 4 18 19 7 1

市町村名

学
習
講
座
開
設

受講対象者

計

受講者負担
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知
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字
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小
・
中
学
校

高
等
学
校

高
等
教
育
機
関

（
大
学
・
短
期

大
学

、
専
修
学
校
等
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局

民
間
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N
P
O
・
市
民
活
動
団
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他
自
治
体

（
県
・
市
町
村

）

そ
の
他

1 名 古 屋 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 一 宮 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 瀬 戸 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 春 日 井 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ICT（スマートフォン、タブレット
の使い方等） ○ ○ ○

5 犬 山 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 江 南 市 ○ ○ ○ ○

7 小 牧 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○表現力を磨く。プログラミング
でゲームを作る。Zoom主催者講
座。オンラインツールの活用の仕
方

○ ○ ○ ○ ○ ○

8 稲 沢 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○男女共同参画 ○ ○ ○ ○ ○
○愛知西農業協同組合、
民間事業者、社会福祉協
議会、医師会

9 尾 張 旭 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 岩 倉 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 豊 明 市 ○ ○ ○ ○ ○ 〇スマートフォン講座 ○

12 日 進 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

13 清 須 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 北 名 古 屋 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○
〇親子講座(パン教室)、伝統工
芸体験など ○ ○

15 長 久 手 市 ○ ○ ○ ○ 〇プログラミング、相続問題など

16 東 郷 町 ○ ○ ○ ○ ○

17 豊 山 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○情報化社会で必要なもの ○

18 大 口 町 ○ ○ ○ ○
○生涯学習のまちづくり実
行委員会

19 扶 桑 町 ○ ○ ○ ○ ○

20 津 島 市 ○ ○

21 愛 西 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 弥 富 市 ○ ○ ○ ○ ○

23 あ ま 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 大 治 町 ○ ○ ○ ○ ○

25 蟹 江 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 飛 島 村 ○ ○ ○

27 半 田 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇音楽団体、劇団、劇場

28 常 滑 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 東 海 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 大 府 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 知 多 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 阿 久 比 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

33 東 浦 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34 南 知 多 町 ○ ○ ○
○高齢者向け講座（スマートフォ
ン教室）

35 美 浜 町 ○ ○ ○Zoomでつながろう（体験会） ○

36 武 豊 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○町内企業

37 岡 崎 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○市政や市民サービスに関する
講座 ○ ○ ○民間事業者

38 碧 南 市 ○ ○ ○ ○ ○

39 刈 谷 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40 豊 田 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 安 城 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42 西 尾 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 知 立 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○明治安田生命（包括連携
協定締結）

44 高 浜 市 ○ ○ ○

45 み よ し 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 幸 田 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 豊 橋 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

48 豊 川 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○地元企業

49 蒲 郡 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○大学研究機関

50 田 原 市 ○ ○ ○ 〇 ○ ○

51 新 城 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○民間企業(保険会社)

52 設 楽 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 東 栄 町 ○ ○ ○

54 豊 根 村 ○ ○ ○

47 47 25 20 44 29 32 5 37 14 10 12 7 30 14 7 24 11 9

市町村名

講座の内容 他機関との連携

計

3



１　大学等高等教育機関との連携による学習講座
区　　　分

開設している 30 (A) 55.6 (A/C)

開設していない 24 (B) 44.4 (B/C)

合計　　　　　　　　 54 (C) 100.0

２　講座の内容　　（複数回答）

区　　　分

教養的なもの
趣味的なもの
社会問題
地域課題
健康・スポーツ・レクリエーション
語学
子供の教育
職業上必要な高度で専門的な知識・技能

家庭生活に役立つ技能
ボランティア活動に必要な知識・技能

その他

３　市町村の業務／高等教育機関の業務　　（複数回答）
区　　　分

講座の企画
広報（募集案内）
受講者の募集受付・決定
会場の手配
講師の手配
講座当日の管理運営
講師への謝礼・旅費の支給
その他

令和４年度大学等高等教育機関との連携による学習講座調査結果

市町村数 比率　％

市町村数(I) 比率 (I/A)％

24 80.0
11 36.7
12 40.0
4 13.3

15 50.0
1 3.3

市町村の業務 高等教育機関の業務

8 26.7
0 0.0
2 6.7
1 3.3
2 6.7

（市町村数）

19 20
29 8
28 4

18 12
2 2

26 9
14 24
25 11

4



教
養
的
な
も
の

趣
味
的
な
も
の

社
会
問
題

地
域
課
題

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー

シ

ョ
ン

語
学

子
供
の
教
育

職
業
上
必
要
な
高
度
専
門
的

な
知
識
・
技
能

家
庭
生
活
に
役
立
つ
技
能

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
必
要

な
知
識
・
技
能

そ
の
他

講
座
の
企
画

広
報

（
募
集
案
内

）

受
講
者
募
集
受
付
・
決
定

会
場
の
手
配

講
師
の
手
配

講
座
当
日
の
運
営
管
理

講
師
へ
の
謝
礼
・
旅
費
の
支

給

（
費
用
負
担

）

そ
の
他

1 名古屋市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 一宮市 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

3 瀬戸市

4 春日井市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 犬山市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 江南市

7 小牧市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 稲沢市

9 尾張旭市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 岩倉市 ○ ○ ○ ○ ○

11 豊明市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 日進市 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇

13 清須市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 北名古屋市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 長久手市

16 東郷町

17 豊山町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 大口町

19 扶桑町

20 津島市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 愛西市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 弥富市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 あま市

24 大治町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 蟹江町

26 飛島村

27 半田市 〇 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

28 常滑市

29 東海市

30 大府市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 知多市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 阿久比町

33 東浦町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○講座についてのアン
ケート

34 南知多町

35 美浜町

36 武豊町

37 岡崎市

38 碧南市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

39 刈谷市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40 豊田市 ○ ○ ○ ○ ○ ○プログラミング ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○指定管理者が実施

41 安城市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42 西尾市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 知立市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 高浜市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 みよし市 ○
○大学との連携公開講座
を実施。講座名と担当講
師は大学が選定。

○ ○ ○ ○ ○

46 幸田町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 豊橋市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

48 豊川市

49 蒲郡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50 田原市

51 新城市

52 設楽町

53 東栄町

54 豊根村 ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 24 11 12 4 15 1 8 0 2 1 2 19 29 28 26 14 25 18 2

市町村名
連
携

講座の内容 市町村の業務

計
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講
座
の
企
画

広
報

（
募
集
案
内

）

受
講
者
募
集
受
付
・
決
定

会
場
の
手
配

講
師
の
手
配

講
座
当
日
の
運
営
管
理

講
師
へ
の
謝
礼
・
旅
費
の
支

給

（
費
用
負
担

）

そ
の
他

1 名 古 屋 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・開催時における新型コロナウイルス感染症
対策をお願いした。
・受講者が思うように集まらない講座もあり、
広報面で課題を残した。（特に親子で受講す
る講座）

・オンラインでのみ開催した講座もあった。

2 一 宮 市 〇 〇 ○ ○ ○

3 瀬 戸 市

4 春 日 井 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・講師選定
・日程調整

5 犬 山 市 ○ ○ ○ ○ ○

6 江 南 市

7 小 牧 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○チラシ・ポスターのデ
ザイン　印刷発注業務

・大学に講座を依頼するときに、どんな講座
を実施できる教員がいるのか、充分な情報
がない。大学の事務局よって、親切に紹介し
てくれるところと、そうでないところと対応が
別れる

・他講座の日程重なりをできるだけさける。
他の企画団体と情報交換し、内容重複を避
ける。
・講座の広報をするときに、内容が正しく伝
わるようにわかりやすい説明文をつけること
を心がけている。そのために、講師に実際に
面会して打合せを行い、講座の内容をしっか
り理解し、こちらの要望も伝えるようにしてい
る。

8 稲 沢 市

9 尾 張 旭 市 ○ ○

10 岩 倉 市 ○ ○

11 豊 明 市 ○

12 日 進 市 ○ 〇 〇

13 清 須 市 ○ ・予算の確保、講師との日程調整。
・社会のニーズに合わせた講座内容の検
討。

14 北 名 古 屋 市

15 長 久 手 市

16 東 郷 町

17 豊 山 町 ○ ○ ○ ○

18 大 口 町

19 扶 桑 町

20 津 島 市 ○ ○

21 愛 西 市 ○ ・受講者が少ない講座についての広報活
動。

22 弥 富 市 ○

23 あ ま 市

24 大 治 町
・テーマを設定し、対応できる講師を見つけ
て、日程調整することに苦労しました。

・男女問わず興味関心のありそうなテーマを
設定するように工夫した。

25 蟹 江 町

26 飛 島 村

27 半 田 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇

28 常 滑 市

29 東 海 市

30 大 府 市 ○ ○ ○

31 知 多 市 ○ ・集客のある企画の立案
・開催時期の選定
・ターゲットに合う内容の作成

32 阿 久 比 町

33 東 浦 町 ○ ○
・講座の主旨に合った講師を見つけることが
困難

・対象者や対象年齢を踏まえて、住民のニー
ズに合う講座の開催を心がけている。

34 南 知 多 町

35 美 浜 町

36 武 豊 町

37 岡 崎 市

38 碧 南 市 ○ ○ ○

39 刈 谷 市 ○ ○ ○

40 豊 田 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○指定管理者が実施

41 安 城 市 ○ ○ ○ ○

42 西 尾 市 ○ ○ ○

43 知 立 市 ○ ○ ○
・講座の掲示及びチラシの配布、市ホーム
ページ等で講座の募集するが、中々人が集
まらない。

・LINE登録者に周知させた。
・講座の申込み方法を窓口以外に電子メー
ル（QRコード）等で受付

市町村名

大学等の業務

苦労した点 工夫した点
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講
座
の
企
画

広
報

（
募
集
案
内

）

受
講
者
募
集
受
付
・
決
定

会
場
の
手
配

講
師
の
手
配

講
座
当
日
の
運
営
管
理

講
師
へ
の
謝
礼
・
旅
費
の
支

給

（
費
用
負
担

）

そ
の
他

市町村名

大学等の業務

苦労した点 工夫した点

44 高 浜 市 ○ ○ ○

45 み よ し 市 ○

46 幸 田 町

47 豊 橋 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・講座の広報
・大学講座を地区市民館でオンライン上映す
るなど講座の周知に努めた

48 豊 川 市

49 蒲 郡 市 ○ ○ ○ ○ ○
・大学OBの紹介で講師の派遣について円滑
に話を進めることができた。
・会場とオンラインを併用して開催した。

50 田 原 市

51 新 城 市

52 設 楽 町

53 東 栄 町

54 豊 根 村 ○ ○ ○ ・コロナ禍の影響による連携先への配慮

20 8 4 9 24 11 12 2 11 9計
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１　NPO・市民活動団体との連携による学習講座

区　　　分

開設している 24 (A) 44.4 (A/C)

開設していない 30 (B) 55.6 (B/C)

合計　　　　　　　　 54 (C) 100.0

２　講座の内容　　（複数回答）

区　　　分

教養的なもの

趣味的なもの

社会問題

地域課題

健康・スポーツ・レクリエーション

語学

子供の教育
職業上必要な高度で専門的な知識・技能

家庭生活に役立つ技能
ボランティア活動に必要な知識・技能

その他

３　市町村の業務／NPO・市民活動団体の業務　　（複数回答）

区　　　分

講座の企画

広報（募集案内）

受講者の募集受付・決定

会場の手配

講師の手配

講座当日の管理運営

講師への謝礼・旅費の支給

その他

令和４年度NPO・市民活動団体との連携による学習講座調査結果

市町村数 比率　％

市町村数(I) 比率 (I/A)％

11 45.8

13 54.2

11 45.8

8 33.3

13 54.2

5 20.8

市町村の業務 NPO・市民活動団体の業務

12 50.0
2 8.3
8 33.3
3 12.5

5 20.8

（市町村数）

9 22

23 9

16 9

13 12

3 1

20 9

8 21

11 20

8



教
養
的
な
も
の

趣
味
的
な
も
の

社
会
問
題

地
域
課
題

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー

シ

ョ
ン

語
学

子
供
の
教
育

職
業
上
必
要
な
高
度
専
門

的
な
知
識
・
技
能

家
庭
生
活
に
役
立
つ
技
能

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
必

要
な
知
識
・
技
能

そ
の
他

講
座
の
企
画

広
報

（
募
集
案
内

）

受
講
者
募
集
受
付
・
決

定 会
場
の
手
配

講
師
の
手
配

講
座
当
日
の
運
営
管
理

講
師
へ
の
謝
礼
・
旅
費

の
支
給

（
費
用
負
担

）

そ
の
他

1 名 古 屋 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 一 宮 市

3 瀬 戸 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 春 日 井 市 ○ ○ ○ ○ ○
○ICT（スマートフォン、タ
ブレットの使い方等）

○ ○ ○ ○ ○ ○

5 犬 山 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 江 南 市

7 小 牧 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○Zoom主催者講座。オン
ラインツールの活用の仕
方。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 稲 沢 市 ○ ○ ○ ○男女共同参画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○講師

9 尾 張 旭 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 岩 倉 市

11 豊 明 市

12 日 進 市

13 清 須 市 ○ ○ ○ ○ ○

14 北 名 古 屋 市 ○
○well-beingをキーワード
に自分らしい生き方のヒン
トを得る

○ ○ ○

15 長 久 手 市

16 東 郷 町

17 豊 山 町

18 大 口 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 扶 桑 町

20 津 島 市

21 愛 西 市 ○ ○ ○ ○ ○

22 弥 富 市

23 あ ま 市 ○ ○ ○ ○ ○

24 大 治 町

25 蟹 江 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 飛 島 村

27 半 田 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

28 常 滑 市 ○ ○ ○ ○ ○

29 東 海 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 大 府 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 知 多 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 阿 久 比 町

33 東 浦 町

34 南 知 多 町

35 美 浜 町

36 武 豊 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 岡 崎 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○相続対策等 ○ ○講師の駐車場の提供

38 碧 南 市

39 刈 谷 市

40 豊 田 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○公民館実施講座につい
ては指定管理者が実施。
男女共同参画センター実
施講座については、講師
への謝礼・旅費はNPOへ
の委託費に含む

41 安 城 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42 西 尾 市

43 知 立 市

44 高 浜 市

45 み よ し 市

46 幸 田 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 豊 橋 市

48 豊 川 市

49 蒲 郡 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50 田 原 市

51 新 城 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 設 楽 町

53 東 栄 町

54 豊 根 村

24 11 13 11 8 13 5 12 2 8 3 5 9 23 16 20 8 11 13 3

※　連携先によって異なる場合は複数回答

市町村名
連
携

講座の内容 市町村の業務

計
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講
座
の
企
画

広
報

（
募
集
案
内

）

受
講
者
募
集
受
付
・
決
定

会
場
の
手
配

講
師
の
手
配

講
座
当
日
の
運
営
管
理

講
師
へ
の
謝
礼
・
旅
費
の
支
給

（
費
用
負
担

）

そ
の
他

1 名 古 屋 市 ○ ○

・会場における新型コロナウイルス感染症対
策。
・新型コロナウイルス感染症対策による、現
地学習先の選定。（人数制限などのリサー
チ）

・受講人数を少しずつではあるが、以前に戻
していくようにした。

2 一 宮 市

3 瀬 戸 市 ○ ○ ○ ○ ○ 参加者が集まらず開講できない場合がある。 SNS（インスタグラム）を使って宣伝。

4 春 日 井 市 ○ ○

5 犬 山 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 江 南 市

7 小 牧 市 ○ ○ ○ ○

Zoomやオンラインツールについての講座を
行ったが、受講者のスキルの違いがあり、限
られた時間の中で、レベルに応じた対応は難
しかった。

8 稲 沢 市 ○ ○ ○ ○ ○講座の講師

参加者の定員数確保
新型コロナウイルスの感染状況による開催
可否の判断。
講師・会場との日程調整。
延期した際の振替講座の日程調整。

講師との打合せを綿密に行なった。

9 尾 張 旭 市

10 岩 倉 市

11 豊 明 市

12 日 進 市

13 清 須 市 ○ ○ ○ ○ ・参加者の確保。

・子どもも親も一緒に楽しめる内容や時間設
定にしている。
・自宅近くで参加しやすいように、市内の複
数箇所の施設で開催している。、

14 北 名 古 屋 市 ○ ○ ○ ○
・会場とオンラインのハイブリッド講義とした
ため、通信環境の整備に苦労した。

15 長 久 手 市

18 東 郷 町

17 豊 山 町

18 大 口 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○
・一部の講座で地域活躍している人を講師と
して招いた。

19 扶 桑 町

20 津 島 市

21 愛 西 市 ○ ○ ○ ○

22 弥 富 市

23 あ ま 市 ○ ○ ○ ○

24 大 治 町

25 蟹 江 町 ○ ○ ○ ○

26 飛 島 村

27 半 田 市 〇 〇

28 常 滑 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 東 海 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 大 府 市 ○ ○ ○ ○

31 知 多 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・空調設備の不具合で講座の途中で会場変
更をしなければならなくなったこと。
・講座数の増加により、講座会場の確保が大
変なこと。

・受講生へ受講可否を通知する際、住所に
バーコードを入れたことと、差出先の
仕分けを市内・市外に分けることにより、区
内特別を利用し、郵送料を抑えることが
できたこと。

32 阿 久 比 町

33 東 浦 町

34 南 知 多 町

35 美 浜 町

36 武 豊 町 ○ ○ ○

市町村名

NPO等の業務

苦労した点 工夫した点
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講
座
の
企
画

広
報

（
募
集
案
内

）

受
講
者
募
集
受
付
・
決
定

会
場
の
手
配

講
師
の
手
配

講
座
当
日
の
運
営
管
理

講
師
へ
の
謝
礼
・
旅
費
の
支
給

（
費
用
負
担

）

そ
の
他

市町村名

NPO等の業務

苦労した点 工夫した点

37 岡 崎 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

・新規受講生獲得のため通常は図書館交流
プラザ内で行われている講座の出張版を展
開した。
・市民活動団体へ業務委託することで、市民
目線で運営をしてもらった。

38 碧 南 市

39 刈 谷 市

40 豊 田 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 安 城 市 ○ ○ ○

42 西 尾 市

43 知 立 市

44 高 浜 市

45 み よ し 市

46 幸 田 町 ○

47 豊 橋 市

48 豊 川 市

49 蒲 郡 市 ○ ○ ○ ○ ○

50 田 原 市

51 新 城 市 ○ ○ ○

52 設 楽 町

53 東 栄 町

54 豊 根 村

22 9 9 9 21 20 12 1 7 7計
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１　新型コロナウイルス感染症拡大の影響の有無

区　　　分

影響あり 44 (A) 81.5 (A/C)

影響なし 10 (B) 18.5 (B/C)

合計　　　　　　　　 54 (C) 100.0

２　影響の内容（複数回答）

区　　　分

講座開催をすべて中止

講座開催を一部中止

講座開催日の延期

受講者定員の削減

開催方法の変更

その他

30 68.2

7 15.9

10 22.7

1 2.3

15 34.1

9 20.5

市町村数(K) 比率(K/A)％

令和４年度学習講座開設にかかる新型コロナウイルス感染症
拡大の影響に関する調査結果

市町村数 比率　％
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影響あり 影響なし
講座開催
をすべて
中止

講座開催
を一部中
止

講座開催
日の延期

受講者定
員の削減

開催方法
の変更

その他

1 名 古 屋 市 ○ ○ ○ ○

2 一 宮 市 ○ ○ ○

3 瀬 戸 市 ○ ○ ○

4 春 日 井 市 ○ ○

5 犬 山 市 ○ ○ ○ ○ ○感染拡大予防対策の実施

6 江 南 市 ○ ○ ○

7 小 牧 市 ○ ○ ○ ○自主判断で欠席をされる方があり、当日キャンセル者が一定数発生した。

8 稲 沢 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○講座内で開催予定だった料理教室を講義に変更

9 尾 張 旭 市 ○ ○ ○

10 岩 倉 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 豊 明 市 ○ ○

12 日 進 市 ○ ○ 〇

13 清 須 市 ○ ○ ○ ○申込数の減少。

14 北名古屋市 ○ ○

15 長 久 手 市 ○ ○ ○開催場所の変更

16 東 郷 町 ○ ○ ○ ○ ○

17 豊 山 町 ○ ○ ○

18 大 口 町 ○ ○
○コロナ禍で講座を中止していた期間に講座を開催するノーハウが低下し
た。

19 扶 桑 町 ○ ○ ○ ○

20 津 島 市 ○ ○ ○ ○参加者の減少

21 愛 西 市 ○ ○
○祭について学ぶ講座において、祭が新型コロナウィルス感染症拡大の影
響を受けて縮小開催となったため、祭事の観覧を省略した内容となった。

22 弥 富 市 ○ ○ ○

23 あ ま 市 ○ ○

24 大 治 町 ○ ○ ○ ○

25 蟹 江 町 ○ ○ ○ ○

26 飛 島 村 ○ ○ ○

27 半 田 市 ○ ○

28 常 滑 市 ○ ○ ○

29 東 海 市 ○ ○ ○

30 大 府 市 ○ ○

○次のとおり令和４年度は条件付きで制限解除していた。※料理室の持ち
帰り利用、及び茶道（回し飲み及び菓子は禁止）、個人持ち込み及び会議等
出席者へのケータリングはフィジカルディスタンスを確保しての黙食は可とし
た。

31 知 多 市 ○ ○ ○ ○

32 阿 久 比 町 ○ ○ ○ ○

33 東 浦 町 ○ ○ ○ ○

34 南 知 多 町 ○ ○

35 美 浜 町 ○ ○ ○

36 武 豊 町 ○ ○ ○

37 岡 崎 市 ○ ○

38 碧 南 市 ○ ○ ○ ○

39 刈 谷 市 ○ ○ ○

40 豊 田 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 安 城 市 ○ ○ ○ ○

42 西 尾 市 ○ ○ ○

43 知 立 市 ○ ○ ○

44 高 浜 市 ○ ○

45 み よ し 市 ○ ○ ○

46 幸 田 町 ○ ○ ○

47 豊 橋 市 ○ ○ ○ ○ ○

48 豊 川 市 ○ ○ ○

49 蒲 郡 市 ○ ○

50 田 原 市 ○ ○ ○ ○ ○

51 新 城 市 ○ ○ ○

52 設 楽 町 ○ ○

53 東 栄 町 ○ ○ ○

54 豊 根 村 ○ ○ ○連携先がコロナ禍の影響を受けやすい機関だったため配慮が必要だった

54 44 10 1 15 9 30 7 10

市町村名

学
習
講
座
開
設

影響の有無

計

影響の内容
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